
国
際
会
計
研
究
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト

国
際
会
計
研
究
部
門

の
研
究
活
動
進
捗
状
況
に
つ
い

て
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柳

田

仁

経
済

の
国
際
化

が
進

展
す

る
状
況
下

で
、
会
計

.
経
営

の
分
野

で
も
国
際
的
研
究

の
重
要

性
が
高

ま

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
見

地

か
ら
国
際
経
済
取
引

の
会

計
処
理
、
会

計
基
準

の
国
際
的
統

一
、

国
際
会
計
制
度
比
較
、

さ
ら

に
国
際
的

に
影
響
力

の
あ
る
企
業

の

管
理
会
計
、

経
営
戦
略
等

を
研
究
す

る

こ
と
も
重
要

で
あ

る
。

本
年
度

は
、
以
下

の
よ
う

に
、
柳

田
が
ド

イ

ツ
の
経
営
管
理
会

計
、

照
屋

が
イ
ギ

リ

ス
の
企
業
会

計
制
度
、
関

口
が
オ

ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
会

計
制
度

に
焦
点

を
合

わ
せ
て
、

資
料
収
集
、
文
献
調
査
、

実
務

家
と

の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
、
論
文
執
筆
等
、

研
究
活
動
中

で
あ

る

。〈
柳

田

仁
〉

本
研
究

で
は
、
現
代
ド

イ

ツ
に
お

い
て
国
際

的

に
影
響
力

あ

る

企

業

の
管

理
会

計

、

経

営

戦

略

等

を
我

国

及

び
米

国

の
企
業

と

の

比

較

を
念

頭

に
お

い
て
考
察

す

る

の
が
主

要

な

テ

ー

マ
で
あ

る
。

本
年

は
、

ド

イ

ツ

に
と

っ
て
両

独

統

合

と

い
う
大

変

革

の
年

で

あ

る
。

両

独
統

合

と

い
う

歴
史

的

事

象

は
、

一
九

九

二
年

に
予

定

さ

れ

て

い
る
E

C
統

合

の
第

一
歩

で
も

あ

る

が
、

企

業

経
営

に
与

え

る
影

響

は
計

り

し

れ

な

い
。

本
年

度

は
、

そ

の
よ
う

な
点

を
考

慮

し

て
、

企

業

経

営

の
基

盤

と

な

る
統
合

前

後

に
お

け

る
政

治

.

経
済

的

諸

問

題

に
関

す

る
資

料

の
収

集
、

ド

イ

ツ
銀

行

、

ダ

イ

ム

ラ

ー

・
ベ

ン
ツ
、

フ

ォ

ル
ク

ス
ヴ

ァ
ー
ゲ

ン
、

ジ

ー

メ

ン

ス
、

B

A

S

F
等

有
力

企

業

の
経

営

財

務
資

料

等

の
収

集
、

そ
れ

ら

の
企

業

に
係

る
実
務

家

と

の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
等

を
行

っ
た
。

現

在

、

一
九

八
九
年

一

一
月

九

日
ベ

ル
リ

ン
の
壁

開

放
後

に

お

い
て
企
業

経

営

に
関

係

あ

る
政

治

・
経
済

的

諸

問
題

に

つ

い
て
考
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察

し
て
い
る
。
特

に
、

↓
九
九
〇
年

七
月

一
日

に
発
効

し
た

「
両

独
通
貨

.
経
済

・
社

会
保
証

同
盟

の
創

設

に
関

す

る
条

約
」
、
統

一
に
伴
う
経
済

的
諸
問
題

に

つ
い
て
検
討

し

て
い
る
。

来
年
度
以
降

は
、

ド
イ

ツ
に
お
け
る
国
際
的

に
影
響
力

の
あ

る

企
業

の
管

理
会
計
、
経
営
戦
略
等

に
関

し
て
日
米

の
企
業

と

の
比

較

を
念

頭

に
置

い
て
詳
細

に
研
究

を
行

う

こ
と

に
な
る
。

〈
照
屋
行
雄
〉

今
年

度

は
国
際
会
計

の
領
域

に
つ
い
て
基
礎
的
研
究
を
実
施

し

た
。

と
く

に
近
年

わ
が
国
証
券

市
場

へ
の
進
出
も
多

く
な

っ
て
い

る
イ
ギ

リ

ス
の
会
社
企
業
会

計
制
度

に

つ
い
て
研
究

を
行

っ
た
。

各

国

の
会
計
制
度

の
比
較
研
究

は
わ
が
国

に
お

い
て
活
発

に
行
わ

れ
る
よ
う

に
な

っ
た
と
は

い
え
、

イ
ギ

リ

ス
の
会
社
会

計
制
度

に

関

し
て
は
必
ず

し
も
充

分

に
理
解

さ
れ

て
い
る
と
は

い
え
な

い
状

況

で
あ

る
。

イ
ギ

リ

ス
の
会
計
制
度

は
、

会
社
法

の
会
計
規
定

と
職
業
会
計

士
団
体

に
よ
る
会
計
基
準

の
二

つ
か
ら
成

り
立

っ
て
い
る
点

に
特

徴

が
あ
る
。

イ
ギ

リ

ス
会
社
法

は
、

一
九

四
八
年
法

で
会

計

に
関

す

る
本
格
規

定
を
盛

り
込

み
、

そ

の
後

、

一
九

八

一
年

に
E
C
第

4
号
指
令

を
国
内
法
化

し
た
あ
と
、

一
九

八
五
年

に
単

一
の
会
社

法
と
し

て
統
合
整

備

さ
れ
た
。
他
方
、
会

計
基
準

(
S
S
A
P
)

は
、
会
社
法
上

の
公
式

な
地
位

を
与

え
ら
れ

て
は

い
な

い
が
、
会

計
土

が
監
査

に
当

っ
て
判

断

の
拠

り
所

と
し

て
遵
守
す

る

こ
と

が

求

め
ら
れ

て
い
る
。

一
九
九

二
年

に
E
C
が
経
済
面

で
統
合

さ
れ
る

の
に
伴

い
E
C

域
内

で

の
統

一
的

な
会
計
規
定

や
基
準
が
形
成

さ
れ
て
き
た
。

ま

た
、

国
際
会

計
基
準

(
I
A
S
)

の
影
響

が
今
後
各
国
会
計
制
度

に
強

く
あ
ら
わ
れ

て
く

る

こ
と

に
な

る
。

こ
う

い
う
環
境

の
下

で

各
国
が

こ
れ
ま

で
形
成
し

て
き
た
固
有

の
会
計
慣
行

や
制
度

が
ど

の
よ
う
な
形

で
発
展
し

て
い
く

の
か
関
心

が
置

か
れ

る
点

で
あ

る
。

今
後

の
研
究
方
向

は
、
イ
ギ

リ

ス
を
中

心
に
E
C
各
国

の
会
計

制
度

の
調
査

研
究

を
行

い
、

わ
が
国

の
会
社
会
計
制

度
と

の
比
較

研
究

を
行

う

こ
と
に
な

る
。

〈
関

ロ
博

正
〉

本
年

度

は

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
会

計
制

度

に

つ

い

て
、

わ

が
国

の
会

計
慣

行

と

の
異

同

を
明

ら

か

に
す

る

こ
と

に
留

意

し

つ

つ
、

文

献
調

査

を
行

っ
た
。

す

な

わ

ち
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に
お

け

る

会

計
基

準

の
整

備

状

況

を
文

献

に

よ

っ
て
調

査

す

る
と

と

も

に
、

会

計

実

践

が
会

計
基

準

に
ど

の
程
度

準

拠

し

て
行

わ

れ

て

い
る

か

を
調

査

し

た
。

そ

の
た

め

に
、

東

京

証
券

取

引

所

に
上

場

さ

れ

て

い
る
全

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
企

業

(
六
社
)

の
有

価

証
券

報
告

書

を

比
較

検

討

し
、

我

が
国

の
投
資

家

が
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
企
業

の
業

績

に

つ
い

て
理
解

を
深

め

る
た

め

に
留

意

す

べ
き
点

を

明

ら

か

に

す

る

こ
と

を
試

み
た
。

な

お
、

以

上

の
調

査
結

果

を
雑

誌

『
企

業

会

計

』

平

成

三
年

三
月
号

に
発

表

し

て

い
る
。
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調
査

の
結
果
明

ら
か
に
さ
れ
た
主

な
特
徴
は
次

の
点

で
あ

る
。

第

一
に
、

オ

ー

ス
ト
ラ
リ

ア
の
制
度
会
計

は
わ

が
国

の
そ
れ
と

同
様

に
、
資
産

の
評
価
基
準
と

し

て
取
得
原
価
基
準
を
、
収
益

の

認
識
基
準
と

し
て
実
現
主
義

を
原
則
的

に
は
採
用

し
て

い
る
。

第

二
に
、
原
価

評
価

-
実
現
主
義

の
例
外

と
し
て
、
資
産

再
評

価

を
度

々
実
施

し
て

い
る
。

そ

の
対
象
は
有
形
固
定
資
産

.
投
資

及

び
無
形
固
定
資
産

で
あ

り
、

再
評
価
差
額

は
資
本
剰
余
金

に
計

上
さ
れ
る
。

な
お
、

再
評
価

に
際

し
て
は
外
部

の
鑑
定
人

ま
た
は

取
締
役

の
鑑
定

が
あ
れ
ば

よ
く
、

そ

の
た
め
実
施

が
容

易

で
あ
る
。

わ
が
国

で
は
昭
和

二
五
年

に
制
定

さ
れ
た
資
産

再
評
価

法

に
も
と

ず

い
て
昭
和

二
五
、

二
六
、

二
八
年

の
三
次

に
わ
た

る
資
産

再
評

価

が
実
施

さ
れ
て
は

い
る
が
、
現
在

は
実
施

さ
れ
て

い
な

い
。

そ

の
他
、
イ

ン
フ
レ
ー

シ

ョ
ン
会
計

の
研
究

が
盛

ん
な

こ
と

や
、

積
極
的
な

セ
グ

メ
ン
ト
情

報

の
開
示
な
ど
が
特
徴
点

と
し

て
指
摘

さ
れ

る
。

室

の
課

長

を
招

聴

し

て

「
証

券

取

引

所

の
役

割

と
国

際

化

」

(仮

題

)

と

い
う
講

演

も

予
定

し

て

い
た

が
、

日
取

り

と
予
算

の
関

係

で
次

年

度

に
繰

り
下

げ

ざ

る
を
得

な

か

っ
た
。

(や
な
ぎ

だ

・
ひ
と
し
/
経
営
学
部
教
授
)

196

 

以

上

が
分
担

別

の
研

究

進

捗

状

況

で
あ

る
。

次

に
、

研
究

活
動

の

一
環

と

し

て
、

国

際

会

計

に
関

す

る
実

務

家

・
研

究

者

の
講

演
、

研
究

会

等

も
開

催

し

て

い
る

が
、

本
年

度

は

一
一
月

三
〇

日
、

本

田
潤

一
氏

(監

査

法

人

卜

ー

マ
ッ
パ

ー
ト

ナ

ー

・
公

認

会

計

士

)

に

よ

る
講

演

「
ド

イ

ツ

に
お

け

る
企

業

と

会

計

・
監

査

・
法

律

制

度

ド

イ

ツ

と

日

本

の
比

較

と

相

関

l
I

」

を
実

施

し

た
。

ま

た
、

一
月

中
葉

に
は
、

東

証

上

場

審

査


